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勤

魚
の
符
動
・
に
は
、
求
食
行
動
、
逃
避
行

動
、
脱
出
行
動
、
澗
説
、
湖
河
待
動
、
成

群
行
動
、
等
身
津
山
あ
Q

が
、
湖
河
行
動
を

す
る
種
類
は
非
常
に
少
〈
、
し
か
も
我
々

に
最
も
関
係
の
あ
Q

鮭
、
舗
が
ぞ
の
代
表

的
な
も
の
で
あ
り
、
此
の
行
動
を
考
へ
て
・

見
る
事
は
決
し
て
無
意
味
な
事
で
は
な
い

と
思
い
、
以
下
魚
頬
の
湖
河
行
動
を
簡
患

に
述
べ
て
、
参
考
に
供
し
た
い
yr
思
ふ
O

魚
類
の
湖
河
行
動
と
は
、
そ
の
一
生
涯

の
或
る
時
期
に
河
川
に
湖
F
Q

行
矯
で
ら

b
、
湖
河
行
動
を
す
る
魚
類
は
一
生
の
一

部
分
を
海
で
暮
し
、
他
の
部
分
を
河
川
、

沼
湖
で
過
す
の
で
あ
る
o

こ
の
湖
河
の
目
的
は
三
つ
に
大
別
さ
れ

ス
vo一

つ
は
サ
ケ
の
如
く
産
卵
の
鴻
に
湖
河

し
、
卵
を
河
床
に
産
み
勝
化
後
直
ち
に
海

に
降
っ
て
戒
長
ず
る
・
も
の
で
あ
る
o
こ
の

場
合
は
河
川
で
は
唯
産
卵
と
云
ふ
事
だ
け

が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
O

ハ
勝
化
し
た
地

方
を
故
郷
と
鍛
定
し
、
そ
の
地
方
へ
産
卵

佐上じ

の
矯
に
海
か
ら
湖
る
の
で
、
此
の
様
な
性
質
を
持
っ
た
魚
を
、

湖
河
魚

(
k
r
g
骨
O
B
o
g
a

ご
a
r
)

と
一
五
ふ
O
〉

実
は
ア
ユ
の
場
合
で
、
一
寸
ば
か
り
の
幼
魚
が
河
安
湖
句
始

め
、
そ
の
上
流
で
成
育
し
窪
卵
叫
閣
に
は
河
を
降
っ
て
中
流
の
河

床
で
渥
卵
す
る
が
、
此
の
場
合
は
第
一
の
サ
ケ
の
場
合
の
、
産

卵
の
篇
の
湖
河
の
時
期
が
、
早
過
宮
た
と
み
る
よ
内
は
、
成
熟

す
る
震
に
河
川
に
居
る
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
O

ハ
ア
ユ
の

場
合
は
前
詑
湖
河
魚
の
一
異
例
で
あ
る
O

)

最
後
は
ワ
ナ
ギ
の
場
合
で
二
般
に
メ

y
、
叉
は
γ
ラ
ス
等
と

一
去
は
れ
φ
大
き
さ
に
な
っ
て
湖
河
す
る
。
そ
し
て
充
分
に
成
長

し
て
か
ら
潟

P

ド
降
っ
て
産
卵
す
る
の
で
あ
る
O

(

此
の
場
合
は

湖
河
魚
に
潤
し
て
降
下
魚
ハ
の
伊
丹
邑
g
B
D
E
b
a
E
E
一五ふ
o

湖
河
の
生
態
的
な
日
的
は
此
山
援
に
ま
ち
ま
ち
で
る
り
、
第

一
の
場
合
に
は
成
熟
し
た
親
魚
か
、
第
二
・
第
一
一
一
の
場
合
に
は

幼
魚
が
河
口
に
殺
到
す
る
口
従
っ
て
、
川
の
水
の
何
ら
か
の
性

質
が
こ
れ
を
誘
導
す
る
原
肉
に
な
る
と
し
て
も
、
同
じ
原
因
が
、

成
事
レ
て
性
ホ
ル
モ
ン
の
常
性
し
た
魚
と
、
そ
う
で
な
い
幼
魚

、
と
に
同
じ
行
動
を
砧
さ
ぜ
る
結
果
に
な
っ
て
居
る
o

こ
れ
は
普

通
、
生
理
的
欣
態
広
よ
っ
て
一
つ
の
刺
戟
が
運
ぶ
結
柴
を
生
じ

る
と
-
X
は
れ
て
居
る
事
と
、
一
見
矛
盾
す
る
様
に
見
え
る
が
、

こ
れ
は
異
種
の
魚
に
つ
い
て

r
あ
っ
て
、
そ
の
根
本
的
な
性
質

が
反
濁
に
な
っ
て
居
る
か
ら
で
る
る
d

事
賞
、
ウ
ナ
ギ
は
成
熟

い

，. 
‘3 
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と
ま
で
は
ゆ
か
な
い
が
、
成
一
犬
し
た
も
の
は
川
を
下
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
鮭
の
場
合
と
正
氏
畑
町
な
事
で
あ
る
。

F
H
H
O
M
M】
O
(
]
唱団凶
u
F
3
H
M
G
山
富
Oロ
羽
田
M
K
s
g
z
g
u
は
、
サ
ケ
の

湖
河
は
酸
素
』
ど
求
め
て
の
湖
行
で
あ
る
と
考
え
、
館
に
よ
る
向

性

(HW55己
0
2
0
1
E戸
)
と
い
う
也
事
を
考
え
た
口
こ
れ
は
、
湖
河

の
主
格
的
ぽ
凶
は
水
中
の
酸
素
量
で
あ
Q

と
言
う

ω
で
る
る
O

こ
れ
に
出
回
同
一
己
主
。
戸
ぬ
そ
の
著
書
、
グ
動
物
の
行
動
・
環

境
d

で
一
応
夜
し
、
こ
の
位
の
湖
河
の
努
力
は
、
鍛
倒
、
い
く
ら

大
会
な
障
害
が
あ
ろ
う
と
も
、
特
定

ω場
所
に
辿
り
つ
く
迄
は

止
手
な
い
努
刀
で
ら
っ
て
、
一
つ
の
単
純
な
日
開
悶
で
決
定
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
言
っ
て
居
る
o

椴
素
待
。
外
広
も
、
水
は
は
か
な
り
の
手
懸
り
に
な
る
と
考

へ
ら
れ
る
し
、
叉
そ
の
外
に
塩
分
、
問
、
佐
町
種
々
と
考
へ
ら
れ
る

要
凶
が
多
い
。
ま
た
水
流
の
知
覧
や
向
流
恒
は
こ
れ
に
大
き
い

闘
偽
が
る
る
。
こ
れ
侍
が
単
一
に
作
用
す
る
も
の
と
は
い
へ
な

い
に
し
之
も
、
サ
ケ
の
朔
刈
が
静
州
倒
的
な
も
り
で
、
或
る
環
境
と

悶
果
関
係
は
全
保
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
o

此
の
様
な
考
へ
方
は
、
問
川
同
時
説
ハ
]
r
H
O
P
2
m吋

B
E
G

s
q〉
で
、
更
に
授
民
さ
れ
F
Q
O

こ
れ
は
、
サ
ケ
は
自
分
が
生

れ
た
河
川
に
必
ず
一
内
び
箆
卵
ず
る
震
に
闘
っ
て
来
る
と
言
う
考

え
方
で
あ
る
o

H
H
H
o
r
t司
・
回
毎
回
。
7
5
a
国
民
・
ハ
一
切
己
F
H
H
・∞・切耳・吋
U
E
・
u円

H
h
H
a
q
・
5
凶
∞
)
は
北
米
大
西
洋
岸
サ
ケ
に
標
識
を
つ
け
て
放
流

し
た
結
仰
木
、
こ
う
言
う
結
論
に
到
達
し
た
o
彼
は
き
宮
』

MdZP

弘

4
2
の
一
支
流
で
と
っ
た
卯
V

数
百
哩
離
れ
た
他
の
交
流
に

移
し
て
、
そ
こ
で
長
百
し
約
一
年
の
河
川
生
治
の
後
に
、
海
へ

出
て
、
一
一
一
位
-
J凹
年
た
っ
て
湖
河
し
て
来
た
の
は
、
初
め
の
卵

と
し
て
生
み
つ
け
ら
れ
た
支
慌
で
は
な
く
て
、
後
の
養
育
さ
れ

た
支
出
で
あ
っ
た
と
一
一
二
日
う
の
で
る
る
口
こ
れ
も
締
柚
的
な
師
家

本
飽
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
o

こ
の
舟
川
回
開
設
に
呉
諭
を
明
え
る
事
者
も
相
常
あ
る
が
、

長
く
な
る
の
で
弐
の
機
曾
に
詰
る
O

(

調
査
課
勤
必
)

時
採
卵
胞
央
防
第
一
伎
は
北
見
え

事
業
場
は
湧
別
え

本
年
度
の
鱒
の
事
業
は
目
標
を
上
回
る
好
氏
緩
乞
も
っ
て
終

了
し
た
が
採
卵
契
闘
第
三
年
同
五
五
り
再
び
支
場
で
は
北
見
が

第
一
位
そ
獲
得
し
た
o
第
二
位
は
虹
別
、
第
一
三
位
天
塩
i
y

積
い

て
い
る
》
事
業
場
で
は
湧
別
誠
一
業
場
P
透
か
に
他
を
引
離
し
て

第
一
位
と
な
っ
た
o
第
二
伎
は
只
今
の
と
こ
ろ
調
査
中
な
の
で

判
明
次
第
お
知
ら
せ
す
る
事
に
1

る
o
こ
れ
で
花
見
は
一
二
年
一
世

績
優
勝
し
て
い
る
の
で
優
勝
杯
は
北
見
一
九
場
え
行
く
事
に
な
る

だ
ろ
う
。

鮭
の
事
業
も
終
幕
に
近
づ
い
に
の
で
艇
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

す
る
が
な
か
/
¥
面
白
い
精
果
が
出
そ
う
だ
。


